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図書室担当者の自主研修

山 口

１．はじめに

病院で診療を行う医師や医療従事者には、それ

を後ろから支えている数多くの職種の人々がいま

す。栄養士や病院事務で働く人々も広くぱ医療に

貢献している事になります。また、現在の医療は

多くの情報に支えられています。適切な情報を手

にしないでは、医師は診療を行う事ができません。

この情報を介して医療に貢献する事が病院図書室

担当者の最も大きな責任です。我々医学図書館員

は、広い意味で医療に貢献する医療従事者である

といってもよいと思います。㈲書館員としての仕

事を通して、人々の健康に貢献しているのだ、と

いう自覚を持つ事が大切です。それでは、医師や

医療従事者のよきアドバイザー、よきパートナー

となるためには、どのような事が必要なのでしょ

うか。この事が、今日のお話の主たるテーマであ

る訳です。

図書館はサービス業です。したがって図書館員

というのは、図書館員としての仕事、つまりサー

ビスをして利用者に喜ばれるという、非常に得な

商売であるともいえます。世の中には、仕事をし

て嫌われるという損な仕事をしている人がたくさ

んいます。それに比べれば、図書館員という仕事

は本当にやりがいのある仕事であると思います。

それだけに、役に立つ図書館員でなければなりま

せん。

図書館員に専門性はあるのか、という事が問題

になっています。確かに、図書館の仕事の中には

専門的な知識が無くとも誰にでもできる仕事がた

くさんあります。しかし、多くの知識や経験を持
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たなければ処理できない問題もまた数多くあるの

です。役に立つ図書館員というのは、多くの知識

や経験を持って、それを仕事に生かせる図書館員

の事であると私は思います。そうした意味で、図

書館員の専門性は十分にあると思います。では、

こうした図書館員の専門性を獲得し、維持してゆ

くにはどうしたらよいのでしょうか。それが、自

主研修すなわち勉強する事であると私は思います。

図書館員の専門性を維持してゆく上で大切な事

が幾つかあります。特にこれからの図書館員に必

要な条件として、アメリカなどの先進的な国では、

最近三つの事がいわれています。まず、Ｒｅｓｅａｒｃｈ

つまり研究のできる事、つぎに問題解決能力のあ

る事、そして生涯にわたる継続教育です。Ｒｅｓｅａｒｃｈ

のできる事というのは図書館員としての仕事の質

を向上させるための調査研究ばかりではなく、研

究開発のできる事もさしています。事実、図書館

員の開発したコンピュータシステム、たとえばペー

パーチェイスのような文献検索システムがアメリ

カの病院を含む多くの図書館で動いています。次

の問題解決は、図書館にとっては最も基本的な課

題で、利用者の問題を解決してあげるのが図書館

員の仕事な訳です。そのためには、図書館資料に

関する知識ばかりではなく、利用者の求めるもの

を、インタビューを通して的確に引き出す能力も

養わなくてはなりません。こうした問題解決のた

めの能力を高める事が、これからの図書館員にとっ

て益々重要になると考えられているのです。これ

まで私たちは、問題解決という視点すら持ってい

なかったのでぱないか、と私などは反省しており

ます。これらのＲｅｓｅａｒｃｈのできる条件、問題解

決のための能力を高めるための条件を作っている
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るのが図書館員としてあたりまえの事だからです。

よく、仕事が忙しくて本や雑誌を読む暇がない、

という話を聞きますが、本や雑誌を読む事も仕事

の一部であると考えれば、なんとか勤務時間内で

時間をやりくりする事ができるのではないでしょ

うか。もちろん、大事なほかの仕事をほおってお

いて本や雑誌をよむ事は差し支えがあると思いま

すが、多くの病院では一人で図書館を切り盛りし

ている訳ですから、時間のやりくりはつくのでは

山 口直比 古氏

のが継続教育である訳です。今日のテーマであり

ます自主研修というのも、実はこの継続教育なの

です。もっとも、図書館員としての経験が浅くて、

初歩的な勉強から始めなければならないと考えて

いる方もいらっしゃるかもしれませんが、図書館

員でいる間はずっと勉強し続けなければならない

のだ、という事をいいたい訳です。勉強をし続け

なければ勤まらない職業であると思います。残念

ながら、私は、図書館員以外の仕事をあまりした

事がないのですが、他の多くの職業でも同様な事

がいえるのかもしれません。

では、なぜ勉強しなければならないのか、何を

勉強したらよいのか、どのように勉強したらよい

のか、という点について私なりの考えを述べさせ

ていただきたいと思います。

２．なぜ勉強するのか

正面きって、なぜ勉強しなければならないのか、

と聞かれますと、実は返事に困ってしまいます。

さきほども申し上げましたように、広い意味で医

療に貢献するために図書館員としての仕事の質を

高めるため、としか答えようがないからです。し

かし、この答えはあまりにも抽象的で、いまひと

つ説得力に欠けるような気がいたします。私自身

は図書館員としての仕事をする事と勉強する事と

を切り離しては考えていません。勉強も仕事のう

ちであると考えております。ちょうど単行本の目

録をとるのと同じように、仕事の一部として勉強

をするのだと考えております。ですから、なぜと

いう事はあまり考えた事がありません。勉強をす

し し

でしょうか。なんとか時間をつくり出してほ

と思います。もちろん、自宅で勉強する事も

いっこうに差し支えないのですが、職場で本を読

んではいけないと考える必要はないと思います。

勤務時間内に勉強する事はまかりならん、という

上司のいる職場もあるのではないかと思います。

不幸としか言い様がありませんが、そうした場合

には仕事の質で勝負するしかありません。良い仕

事をする事で利用者に喜んでもらい、そのために

は勉強が必要な事を徐々に認めてもらうしかない

でしょう。

アメリカのＥｓｔｅｌｌｅＢｒｏｄｍａｎという人は、我々

医学図書館員がなぜ勉強をしなければならないの

か、という事について、五つの理由をあげていま

す。まず、知識欲を満たす事。これには知識欲を

持っているという前提条件がある訳ですが、仕事

の上で知りたいと思っている事は誰にでもあると

思います。また、やり終えたという満足感を得る

事は、勉強ばかりでなく、仕事をする上でもとて

も大切な事であると思います。二番目として、世

の中の変化に合わせて、時代にかなった判断基準

を持つため、という事をあげています。冊子体の

二次資料しか無かった時代では、文献調査といえ

ばＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓや医学中央雑誌を調べる事であっ

た訳ですが、現在のように、オンラインやＣＤ－ＲＯＭ

による検索手段が登場してくると、どのような調

。査を行う場合には、どんな手段を用いるのがもっ

とも適切なやり方であるのかを、我々は判断でき

なければなりません。三番目として、広い視野を

持つため、という事をあげています。図書館の中

だけの狭い視野では、世の中の事や利用者のニー

ズを捕えきれない、という事でしょうか。四番目
として、仕事の上での

－ ４ －

リ ス クを 避 け るた め と い う



事をあげています。知らなかったために利用者に

迷惑をかける、という事は我々が日常犯しがちな

過ちのひとつです。日本消化器内視鏡学会雑誌と

ＧａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏｌｏｇｉｃａｌＥｎｄｏｓｃｏｐｙが同じ雑誌であ

る事を知らずに、図書室で所蔵しているにもかか

わらずないと回答してしまった事はありませんか。

医学中央雑誌ではＧａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏｌｏｇｉｃａｌＥｎｄｏｓｃｏｐｙ

の方を雑誌名としていますので、Ｇａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏｌｏ－

ｇｉｃａｌＥｎｄｏｓｃｏｐｙと書かれたメモを持ってくる利

用者は多いと思います。Ｂｒｏｄｍａｎは最後に、そ

の分野での好奇心を引き出すため、という事をあ

げています。知れば知るほど興味も沸いてきて、

ますます勉強する意欲がかきたてられる、という

事は私にも経験があります。

以上の五点はいずれも、もっともな指摘である

と思います。図書館員の勉強というものは、いず

れにしても仕事と密接に関連しており、日常的に

仕事の一部として仕事の中に取り込んでする事が

肝心であると思います。

３．なにを勉強するのか

次に、では一体なにを勉強したらよいのか、と

いう事が問題になります。図書館員の仕事に必要

な知識というものは、非常に幅広く、なんでも知

らないよりは知っている方がよいという事がいえ

ます。というと、まるでクイズ番組の参加者のよ

うな百科事典的な知識が必要なのかという事になっ

てしまいますが、一番大切なのは、図書室にある

資料に関する知識である事はいうまでもありませ

ん。例えば、ある事について調べるためには、ど

の資料を調べたらよいのか、というような事です。

また、より広い視野での情報の流通や消費につい

ての情報学的な知識も必要でしょう。これは、情

報の生産者であり消費者でもある利用者について

知 る、という事でもあります。さらに、医学とい

う主題分野についても、医師と会話できるだけの

知識があるとよいでしょう。もちろん、我々は医

師ではありませんので、医学用語というものにつ

いての知識、例えば、ＭｅＳＨをできるだけたくさ

ん覚えておくというような事になります。語学、

特に英語も出来るとよいですね。英語の雑誌のタ

イトル、例えば、ＡｎｎａｌｓｏｆＩｎｔｅｒｎａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ

５

という雑誌は日本語では内科学紀要というような

意味になるのですが、これがわかれば、この雑誌

は内科学についての論文が掲載されている雑誌で

あるという事を知る事が出来るわけです。

このように、非常に多くの知識が、我々医学図

書館員には求められているのです。もちろん、一

度にあれもこれも、という訳にはゆきませんので、

少しづつ、一歩一歩積み重ねて行く事が大切な訳

です。この時に大事なのは興味を持って学ぶ、と

いう事です。別の言い方をするなら、問題意識を

持って仕事をする、という事になります。看護学

の分野などではよく「気付き」という言葉を使い

ます。仕事をより良くする上で、改善すべき問題

点などに気仕く事をいいます。気付きから、問題

の解決へと進んでゆく訳です。このような事は、

問題意識を持って仕事をしていなければできない

事ではないでしょうか。問題意識は、持てといっ

てもなかなか持てるものでもありません。問題意

識を持てるようにするには、注意深く仕事をする

ように心掛けるとよいと思います。そして、いつ

も「なぜ」という疑問を自分に投げかけるように

するとよいのではないでしょうか。例えば、図書

の分類をする時などは、なぜそこに分類するのか

を考えながら仕事を進めると、様々な問題点のあ

る事がわかってきます。

ところで、そんな事が自分にもできるだろうか、

という不安はみなさんの中にもあると思います。

問題意識を持つと言うと、いかにもおおげさな感

じがいたしますが、要は興味を持った事について

調べてみるという事が基本であると思います。こ

こで、私自身のお話を少しさせていただきたいと

思い ます。私は最近、医学図書館という雑誌に

「科学コミュニケーションと論文のＲｅｔｒａｃｔｉｏｎ」

という論文を発表させていただきました。これは、

ある日、図書館のカウンターにすわっていて新着

の雑誌の目次をながめている時に、イギリスの雑

誌におもしろそうな論文が掲載されていたのを発

見したのがきっかけになっています。その論文は

「文献を引用する前に」というようなタイトルだっ

たのですが、その論文を読んではじめて、論文の

撤回を表すＭｅＳＨ，Ｒｅｔｒａｃｔｉｏｎ ｏｆＰｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ

のある事を知りました。ちょうどその頃、科学研



究・ピノおける不正行為についても興味をもっていま

した：：め で゙、不正行為の発覚により論文の撤回のお

こなわ・れる事のある事を知ったのは、驚きでもあ

りました。そとで、まず、論文の撤回の実態につ

いて調・べてみようと思い立った訳です。そして、

実際に雑誌に掲載された論文撤回の記事を読んで

いると、ある側面からみた科学コミュニケーショ

ンの一面が見えてきた、という訳です。

アメリカやイギリスの雑誌には我々医学図書館

員が興味を持てる記事がたくさん掲載されていま

す。私は、暇を見て、なるべく目次に目を通すよ

うに七ておりますが、思わぬ発見をする事がしば

しばあります。Ｎａｔｕｒｅという雑誌には、よく日

本の科学技術研究の実態を報告したニュースが掲

載されますし、Ｓｃｉｅｎｃｅという雑誌には科学研究

における不正行為についての連載記事が掲載され

た事もありました。ＮａｔｕｒｅやＳｃｉｅｎｃｅは基礎科学

の雑誌ですので、所蔵していない病院の方が多い

かもしれません。しかし、Ｉｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓにぱわ

れわれの仕事に密接に関連したＭｅＳＨがたくさん

あります。ＬｉｂｒａｒｉｅｓやＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｓｅｒｖｉｃｅｓな

どのＭｅＳＨです。図書館の利用者がよくやるよう

な文献調査は、ＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓを用いて我々もで

きるのです。ぜひ、やられるとよいのでぱないか

と思います。

もうひとつ、私自身の事で恐縮なのですが、私

は、ここ５－６年ほど「学会発表情報の性格と役

割」というテーマでいくつかの調査をしてまいり

ました。一年間に日本国内の医学関連の学会だけ

で１０万件余りもの口頭発表が行われているのです

が、これは膨大な量の情報な訳です。しかし、あ

まり引用もされず、本論文となる割合も欧米での

調査では２－３年で５０％という結果が出ておりま

すので、残りはそのまま消えてゆく訳です。こう

したたぐいの情報も図書館の中には日々入ってく

るし、利用されている訳です。学会発表抄録が医 ・

学中央雑誌に収録されているし、オンラインで検

索できる事はみなさん御存知と思います。しかし、

私は、現に論文を書く場合、学会発表は一症例と

ぱ数えないよう指導している教官を知っておりま

すし、利用者自身の中にも本論文とは明らかに異

なった扱いをしている人々が多くいる訳です。で

－ ６

は一体、この学会発表情報の図書館における情報

としての役割とは何なのかという素朴な疑問が、

そもそもの私の調査の発端であった訳です。今年

に入って、学会発表の本論文となる割合について

のアンケート調査を行いました。実際に学会で口

頭発表を行った研究者に直接アンケート用紙を郵

送するという方法で、およそ１０００人を対象として

行いました。その結果につきましては、次号の医

学図書館に掲載される予定ですが、こうした調査

を通じていくつかの事を学びました。それは、私

は一介の図書館員にすぎませんが、その図書館員

でもかなりの調査ができるという事と、多くの研

究者が図書館の活動に興味を持っているという事

を知る事ができた、という事です。たくさんの反

響がありましたし、励ましもいただきました。な

にか調査をしたいが、自信がないという方もいらっ

しゃるとおもいます。恐れる事はありません。こ

ちらが真剣にやれば、相手にも調査の目的や意図

など理解してもらえますし、調査もうまく行きま

す。つたない経験でぱありましたが、私は、やれ

ばできるものだと実感いたしました。

大切なのは、興味を持っている事であると思い

ます。つまらないと思ってやっている事は、なか

なか身に付きません。

４．どうやって勉強するのか

では、一体どうやって勉強したら良いのか、と

いう事に皆さん一一番興味をお持ちだろうと思いま

す。本日のテーマは自主研修となっておりますが、

自主という以上一人でやるという事が基本であろ

うと思います。実際、一人で仕事をなさっている

方が多い訳ですが、勉強の方も一人でやるのは、

事実大変苦労いたします。勉強は基本的には自分

でやるものです。ですから、自分で好きなように

やればよいのですが、一人でできる事にはおのず

から限界があります。そこで、研修会へ参加する

という方法があります。

まず、自分一人でやる場合ですが、これは本や

雑誌を読谷事が中心になるだろうと思います。

「ほすぴたるらいぶらりあん」や「病院図書室」

にはぜひとも目を通していただきたいと思います

し、できたら「医学図書館」や「薬学図書館」に



も目を通していただきたいと思います。先日発行

されました近畿病院図書室協議会の会報には、新

人のために病院図書室の仕事を簡潔にまとめたマ

ニュアルが掲載されておりまして、これは大変に

役立つものであると思いました。こうした図書館

専門の雑誌ばかりではなく、図書を整理する時に

は目次や前書きのページに目を通し、雑誌を受け

入れる時にも目次に目を通していただきたいと思

います。先程も申し上げました通り、我々医学図

書館員に興味の持てる論文の掲載される事がしば

しばありますし、なによりも、今医学の各分野で

なにが問題になっているのかを知る事ができます。

仕事として、雑誌特集記事案内などを作っておら

れる病院もあるかと思います。これなども、たい

へん良い勉強になります。新刊の案内に注意を向

ける事も図書館員として大事な仕事の一つです。

特に、参考図書の出版や改版には普段から気を付

けていなければなりません。雑誌の後ろのページ

の広告欄にはこうした案内がたくさん掲載されて

います。こうした事も、広い意味で勉強の一つに

なります。

先程も申し上げた通り、一人でできる事にはお

のずから限界があります。また、一人でやってお

りますと、どうしてもひとりよがりといいますか、

違った観点からものを眺めてみるという事が出来

にくくなります。そこで、ほかの病院の仕事仲間

と話をする、という事がたいへん大切になってま

いります。病院Ｎ 書室担当者のための研修会が幾

つかありまして、そこへ参加する事が大変役に立

ちます。先程紹介いたしました近畿病院図書室協

議会の会報にはこうした研修会がリストアップさ

れておりました。本目の研修会もそうですが、日

本医学図書館協会などでも、いくつかの研修会を

やっておりまして、病院図書室の方も参加できる

ようになっております。

しかし、私はもっと大事なことは、自分かちで

こうした研修会を企画運営する事であると思いま

す。本日は静岡県の方が大勢参加されておりまし

て、私の方から紹介するのもいささか僣越なので

はありますが、少し紹介させていただきます。静

岡県には静岡県医療機関図書室連絡会という組織

がございまして、年に二回研修会を開催しており

ます。主として浜松医大の担当者が講師になりま

して、実習を含めた研修を行っております。これ

までに、製本や相互協力、二次資料の使い方、引

用文献の読み方といったようなテーマで研修を行っ

てまいりました。毎回十数人の参加があり、非常

にプラクティカルな研修をおこなっております。

このほかに、浜松市内の病院の担当者によりまし

て、二か月に一度勉強会をおこなっております。

ここでは、近畿病院図書室協議会の編集いたしま

した「医学資料の整理と利用一病院図書室マニュ

マル」という本をテキストにいたしまして、輪読

と質疑応答をおこなっております。毎回１０ページ

程度しか進みませんので、現在ようやく半分程度

まで読み進んだところです。こういった研修が、

実際に仕事をする上では役に立つのでぱないかと

思います。さらに、東海地区医学図書館協議会で

は、年に数回研修会をおこなっておりますが、病

院図書室にも案内を出し、毎回何人かの参加者を

得ております。こちらの方は、少し規模の大きな

大学の医学図書館の研修会でありますので、内容

も多少異なっております。例えば、最近ですと、

ＣＤ－ＲＯＭの話や医学知識に関する易しい講義が

おこなわれております。

こうした、地域での研修会や勉強会を自分で作

る事が必要であると思います。現在、北海道や栃

木県でも病院図書室の地域ネットワークが形成さ

れていますが、こうしたネットワークの機能は基

本的には二つあり、一つは相互協力ですが、もう

一つぱ研修機能であると思います。とくに、地域

内の大学医学図書館を巻き込んでの研修は、大変

有効であると思います。私は、浜松へ来る前は北

海道の旭川医大という所にいたのですが、北海道

のネットワークは実は、旭川市の四つの病院の担

当者が集まったところから始まっております。本

日は、全国の病院から参加されておりますが、ま

ず、自分の町で病院図書室担当者の横の繋がりを

つくり、お互いに苦労話をする所からネットワー

ク作りを始めていかれたらいかがでしょう。地域

内の大学医学図書館の果たすべき役割は大変に大

きいので、次に、大学区１書館の担当者とコンタク

トをとる事をお勧めいたします。大学医学図書館

の果たすべき役割は単に資料的な面での援助ばか

－ ７ －
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……………人 的 な 援 助 と
い ：う・面 も あ り ま す 。万北

海 道 の ネ ダ ト ワ ー クで あ り………ま す 北 海 道 病 院 ラ イ ブ

ラす 二 研 究 会 は：病 院 図 書 室 研 究 会 と 同 様 、 個 人 の

自 由 な 集 ま り で あ り 、 機 関 加 盟 と い っ た 組 織 だ っ

た も の で は な い め で す が 、 年 に 二 回 開 催 さ れ る 研

修 会 に は 毎 回 札 幌 医 大 や 北 大 医 学 部 の 担 当 者 が 参

加 し て い る よ う で あ り ま す 。 地 域 の 中 で は 、 大 学

医 学 部 図 書 館 を 大 い に 利 用 す べ き で し ょ う 。 知 ら

な い 事 は 尋 ね る と い う の が 、 知 識 習 得 の 早 道 で も

あ る の で す 。

勉 強 を し て 、 次 に 大 切 な の が 書 く と い う 事 で す 。

仕 事 の う え で 興 味 を 持 ち 、 調 べ た り ア ン ケ ー ト 調

査 を 行 っ た だ け で は 、 自 分 に と っ て は あ る 程 度 仕

事 に 役 立 つ か も し れ ま せ ん が 、 全 体 と し て の 図 書

館 情 報 サ ー ビ ス の 向 上 に は つ な が り ま せ ん 。 ま と

め て 書 い て み ま す と 、 自 分 で は は っ き り と 理 解 出

来 て い な い 部 分 や 、 な に が わ か ら な い の か 、 が わ

か っ て き ま す し 、 自 分 の 得 た 知 識 を 仕 事 の 仲 間 で

共 有 す る 事 に も な り ま す 。 書 く と い う 事 は 、 制 約

も 多 く 、 な か な か 大 変 な 作 業 で も あ る 訳 で す が 、

一 連 の 調 査 研 究 は 、 書 く 事 に よ っ て 完 結 す る と 思

い ま す 。 一 人 で で も 、 あ る い は 、 グ ル ー プ で で も 、

な に か 調 査 研 究 な ど を 行 っ た 場 合 に ぱ ぜ ひ と も そ

れ を 論 文 に ま と め て 発 表 し て い た だ き た い と 思 い

ま す 。 論 文 を 書 く 所 ま で ゆ か な く と も 、 栃 木 県 の

ネ ッ ト ワ ー ク で 出 し て い る ニ ュ ー ス で 「 と み ね っ

と 」 と い う の が あ る の で す が 、 仕 事 上 の 様 々 な 問

題 な ど が 提 起 さ れ て い た り し ま す 。 こ う し た 簡 単

な 文 章 で も 、 書 く と な れ ば 大 変 な の で す が 、 独 り

言 の よ う に 書 き 連 ね て ゆ く 事 も 、 仕 事 上 の 問 題 点

を 整 理 す る 上 で は 大 変 に 役 に 立 ち ま す 。 ぜ ひ 、 書

く と い う ト レ ー ニ ン グ も 積 ん で い た だ き た い と 思

い ま す 。

５．ま と め

今日お話させていただいた事をまとめてみます

と、まず、病院図書室担当者の仕事は、広い意味

で医療に貢献する事であるという事であります。

そして、そのための勉強は仕事の一部であるとい

う認識を持っていただきたい、という事でありま

す。つぎに、興味を持って勉強していただきたい、

あるいは間題意識を持って仕事をしていただきた

－ ８

い、とい・う事を申し上げました。一人で勉強する

事も大切ですが、仲間をつくって、みんなで問題

解決にあたったり、研修を行う事をお勧めいたし

ました。そのために、大学の医学図書館をおおい

に利用してください。 また、書くという事も重要

である、という事も申し上げました。知識を分け

合い、共有しましょう。

最後に、もう一言だけ、お話したい事がありま

す。それは、理想を持っていただきたい、という

事であります。自分はどんな図書館員になりたい

のか、どんな図書室をつくりたいのか、そういっ

た理想を持っていただきたいのであります。日本

では、理想を口にする事はとかく非現実的である

としてしりぞけられてしまいがちですが、私は、

理想を持ってさえいれば、なにをやっても、また

どんなふうにやっても、必ず身に付くものである

と思います。




